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＜連絡事項＞
・上半期患者評価について期限10月7日までとなっています。
ケアプロセス、転倒転落アセスメントシート（旧書式の場合、新しく作り直して下さい）

口腔衛生評価、生活支援シート、嚥下機能評価（今年度5月より開始）

　上記5点を忘れずに評価し、金谷JGMまで連絡お願いします。

・教員委員会より
第4回法人研修についてお知らせします。今回講師の都合により9/27の１日のみの開催となりました。講師より資料を頂きましたので当日参加出来なかった方はレポート研修となります。期間：10/2～10/7まで教育委員会にWizメールで提出お願いします。ＰＤＦの資料を添付しますが、角度を調整してご覧ください。

虐待防止推進委員会より、
虐待啓発活動として、全国で起こっている虐待に関するニュースを掲示します。
各施設にて事例検討等にご活用ください。
＜週間予定＞
2日（月）～中村　豊様右足底部スピル膏貼付
3日（火）～久保　興介様外出予定（11：00～15：00）
4日（水）～掛け布団の交換
5日（木）～患者様の新聞代徴収
6日（金）～停電（14：00～16：00）
7日（土）～SST
＜患者様連絡事項＞
・吉田　守幸様～食事摂取状況で嚥下困難、むせ込み見られる為、栄養士スタッフと相談し、粥（大盛）、全とろみから、本日の昼より粥ハーフ食、ブリックゼリー毎食2/3に変更となっている。
・飯豊　信雄様～ハップスター70㎎　7枚/袋　1袋処方依頼し処方しています
・向井　敦子様～継続でフェルビナクスチック軟膏1本継続で処方しています。
・出河　攻様～頓服の疼痛時が在庫ない為、右のお尻から大腿部の疼痛あり長時間のベッド座位困難と歩行困難の訴えある事を報告。
臨時薬ロキソプロフェンNa（60）1T本日の昼より毎食後7日分処方となっています。
＜要注目患者様＞
・中村　豊様～買い物、床屋に行けるか行けないかを執着し聞いてくる。都度説明や対応には不機嫌さなく過ごしている。昼食時寝ていた事で昼食時間に遅れたと直訴し食べに行きたいと話して遅れて昼食を食べている状況が見られていた。他者とのトラブルは見られない。
・和田　シュン様～身体不調の訴えや妄想言動なく過ごしていた。床屋に拘り待ち時間を何度か聞きに来るが順番制の為、本日はない可能性を説明に納得。買い物に関しても水曜日が買い物日を説明で納得されていた。
・吉田　守幸様～各食摂取しむせる事は持続していたが、9月中旬より嚥下状態が悪く、ワンツーマンで食事摂取の見守り、介助を要していたがむせ込みの波も出現し栄養状態や排泄にも関連するようになった為、栄養士スタッフと相談し食事形態を本日の昼から粥（ハーフ食）、ブリックゼリー
毎食2/3付きます。今後も排泄回数、食事摂取状況を観察していきましょう。

・泉川　ケイ子様～本日の朝食から自らレストラン移動しています。会話内容は妄言や幻聴に左右された発言聞かれていた。引き続き、食事摂取量や日課の取り組み状況も確認していきましょう。また、服薬も拒否発言ある為、時間を空けて促し、服用の状態を見て確実に飲ませる様にしましょう。
・向井　敦子様～昼夜関係なく腰痛を訴え四つん這いで廊下を歩いたり、リハビリパンツ使用枚数の多さとトイレットペパーの使用の仕方が1ロール以上使用する場面が目立っています。都度指導し正しい使い方を支援していきましょう。
・出河　攻様～原因不明な状況で10/1日曜日準夜より、右臀部から大腿部にかけての疼痛
訴えれと疼痛の頓服服用していた。本日主治医に報告後1日3回ロキソプ
ロフェンNa（60）1T服薬し経過観察の指示にて本日臨時薬で7日分処方。
本日は、痛みを訴え各食1/3～数口と介助促すも摂取出来ない状態。引き続
き痛みの度合い、食事摂取状況確認、排泄回数等を確認していきましょう。
＜小グループMT（1～4G）評価・検討＞
・1グループ～10月の行事についての意見をメンバーから聞けなくスタッフのアドバイスで内容が決められていた。
・2グループ～前回のＢＢＱが好評で10月もやりたいと意見が聞かれていた。
・3グループ～10月の行事についてはメンバーから意見が中々で来ないグループでした
・4グループ～10月の行事内容を問いかけるとメンバーから「思いつく物がない」と意見が聞かれていた。
＜検討＞今後は、各メンバーの方が答えやすくする様に意欲欠如も関連しているも沢山の
意見を聴けるよう発言する内容や場の盛り上げ方を検討しきたい。
